あとがき by J Patrick Barron
あ　と　が　き
　本誌は総説1編，原著8編，症例報告3例，臨床報告
2例，研究会報告3例と充実した号となった．また，巻頭
言には当東京医科大学の姉妹校である東京薬科大学学長
の山川民夫先生に「ある研究者の回顧」のご執筆を頂き，
医学に対する真の姿勢に関してご教示頂いた．
　現在の医学はオートメーション化された機器分析やコ
ンピュータの使用が注目を浴びているが，医学の基本は
人間を中心としたものでなければならず，医学的大発見
は「ひらめき」からくる，と言うのは山川先生のおっしゃ
るとおりである．事実，自分の興味をもつことをこつこ
つと研究するということは，オートメーション化されつ
つある現代日本の医学界において忘れてはならない要素
である．昨日厚生省より認可のおりた光力学治療も，や
はりアメリカ，ロズウェルパーク病院のT．Dougherty
先生の「ひらめき」を諦めずに辛抱強く応用してみた早田
名誉教授，加藤教授のチームの努力の結果であると言っ
て過言ではない．オートメーション化やtelemedicineが
爆発的に進歩している中で目先の業績にとらわれること
なく，臨床応用できるかさえ定かでない先の見えない研
究を続けてみる根と勇気と言ったものを大切にすべきで
あるという山川先生のすばらしい昌言を心に留め，医学
の躍進に貢献すべきと痛感した．
　　　　　　　　　　　　　（J．Patrick　Barron記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第134回医学会総会のシンポジウムのタイトルは「同
　種臓器移植の現状と展望（Part　II）一現在東京医科大
　学でどこまで行われているか一」に決定した．
　特別講演：2件，シンポジウム演題：8件
2．第135回医学会総会は，平成7年6月17日（土）に開
　催し，口演と展示を1日で行うこととなった．当番教
（平成6年9月）
　室：病理学（2），内科学（1）．
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．継続審議を行っている東京医科大学雑誌投稿規定改
　正（案）については53巻1号（平成7年1月1日発行）
　から適用することとなった．
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